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広域アクションプランと新分科会との関係
気候変動影響情報把握・情報活用分科会

気候変動影響の把握（モニタリング方法）やモニタリング情報の活用方策
について、協議を行う。
※ 関係主体：令和5年度は、漁業者、流通業者・加工業者、消費者等が想定される。

・海水温等公開情報の集約・発信
（自動処理）

・新規モニタリングデータの収集
（簡易海水温測定装置試作・試行）

※ 民間団体との連携

海水温等公開情報への
リンクサイト

モニタリング情報の収集は可能な状態

時間

将来予測
（海水温・魚種）

適応オプション

適応アクション①
想定される将来の環境変化と
適応オプションとの対応表

適応アクション② 気候変動の不確実性に備えたモニタリング及び情報共有

釣果情報の集約・発信
※ 民間団体・既存団体との連携

広域アクションプラン
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広域アクションプランの実施状況
－海水温等公開情報へのリンクサイト－

前年度までの広域アクションプラン策
定事業で策定した、適応アクション②
の実証を踏まえて、本年度以降実施

左図は、山口県気候変動適応センター
様によるHP掲載実施例。他にも島根
県気候変動適応センター様、ひろしま
気候変動適応センター様で実施済。
（https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/soshi
ki/246/197986.html）

〇今後の方向性
未実施エリアへの水平展開
（普及啓発）
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広域アクションプランの実施状況
－海水温等公開情報の集約・発信－

特定非営利活動法人co2sosHP（https://new-co2sos.heteml.net/index_seatemp.html）

〇今後の方向性
実施可能な測定点への
水平展開（普及啓発）
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広域アクションプランの実施状況
－海水温収集・公開（測定装置の試作）－

特定非営利活動法人co2sosHP（https://new-co2sos.heteml.net/index_seatemp.html）

〇今後の方向性

測定ニーズを有する主体
への水平展開（普及啓
発）
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広域アクションプランの実施状況
－海水温収集・公開（測定装置の試作）－

広域アクションプラン策定事業 瀬戸内海・日本海の地域産業分科会（ R5.1.11 ）資料抜粋（特定非営利活動法人co2sos 作成資料） 5



広域アクションプランの実施状況
－海水温収集・公開（測定装置の試作）－

広域アクションプラン策定事業 瀬戸内海・日本海の地域産業分科会（ R5.1.11 ）資料抜粋（特定非営利活動法人co2sos 作成資料） 6



令和5年度取組の理由

適応アクション②で得られるモニタリング情報に
基づく気候変動影響情報と水産関係者が必要とす
る気候変動影響情報の差を補完するための方法を
まとめる。

新分科会の令和5年度取組の理由

気候変動影響情報把握・情報活用分科会
気候変動影響の把握（モニタリング方法）やモニタリング情報の活用方策について、協議を行う。

※ 関係主体：令和5年度は、漁業者、流通業者・加工業者、消費者等が想定される。
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